
◎基本情報

● 対象 ○ 対象外

○ 経常経費 ● 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 ■ 実施 □ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

市民参加の仕組の構築に向けて、引き続き検討を進めていく

今年度の見直し
内容

来年度以降の方
向性

第５次市民自治推進会議の答申の提言内容を、具体的な政策に適用し実践することで、その有効性や課題を検証しながら、仕組みの具体化を
図っていく。これらの実践と検証の結果を踏まえ、運用ルール等を定めたガイドラインを策定し、庁内外への仕組みの周知・浸透を図っていく。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

仕組の構築 検討実施 仕組の構築

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

市民参加の実感度をはかる指標の確立に向けて、引き続き検討を進めていく

アウトプット
活動指標2

市民意向把握の仕組の構築 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

指標の確立 検討実施 指標の確立

↓

アウトカム
成果指標1

市民参加の実感度 という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

- 90%

人工

指標

アウトプット
活動指標1

ミニ・パブリックスに参加した市民の満足度 という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

0 人工

令和7年度予算額 5,600 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量 0

正規職員業務量 0 人工

令和6年度決算額 6,596 千円 うち特定財源 0 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 0 人工

令和6年度予算額 0 千円 うち特定財源 0 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

サイレントマジョリティや無関心層なども含めた多様な市民の意向を的確に把握し、その上で、事業ごとに最適な市民参加手法
を使い分けることで、より多くの市民参加がなされ、市民参加により的確・効果的な行政運営を行う。

他都市の状況

市民参加の実施

令和5年度決算額 0 千円 うち特定財源 0

施策名 地域活動を活発化する環境づくり

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

人口減少や少子高齢化が進む中、限られた行政資源を効果的に配分するためには、市民意見を的確に把握し、市政に反映す
る重要性が増している。また、情報技術の急速な進展やライフスタイルの変化により、市民が行政へ意見を伝える方法や機会
も多様化している。
一方で、従来の市民参加手法には、意見を表明する市民が限られている、意見収集は政策形成の最終段階が中心、バランス
の取れた意見を収集できていないといった課題が指摘されている。

事業内容
（何を実施し）

令和５年７月に第５次市民自治推進会議を設置し、より的確な市民意向の把握や市民意見を市政へ反映するための手法など
について議論・検討を行い、市民参加による行政運営をより的確・効果的に進める仕組みの構築に向けて検討。計１０回の会
議（２０２４年度は６回実施）を経て、答申案を取りまとめた。
会議では、仕組みづくりの一環として、市政課題である「成人の日行事のあり方」の検討をテーマに、市民へのアンケート調査
や主催者である各区成人の日行事実施委員会へ課題を聞き取ったうえで、収集した意見を基に、市民同士が議論するミニ・パ
ブリックス形式の市民会議を実施。最終的に、これらの一連のプロセスの効果を検証し、その結果をもとに答申の内容を構築し
た。

事業名 市民参加手法の構築費

評価担当課 所   属 市）地域振興部　市民自治推進課 電話番号

事業評価調書

年度 令和6年度 会計コード 10 一般会計 事業コード 70319


